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用性と安全性の前向き検討. 於: 第 6回内視鏡的全層切除・縫合法研究会; 

12.21,2024; 静岡. 

(18)大圃研. CLiPS technique. 於: 第十一届福州国际消化疾病及消化内镜论坛; 12.25-

27,2024; 福州.  

(19)港洋平. 朝活!モーニング大腸内視鏡のすゝめ～前処置 2日法と大腸 ESD～. 富士製

薬工業株式会社共催. 於: GI Week 2025; 2.22,2025; 東京. 



(20)Ohata K. Endoscopy Live Demonstration. at: TAGE×IDEN joint conference 2025; 

3.7,2025; Thailand. 

(21)港洋平. 今こそ見直そう! 安全で効率的な胃 ESD. 於: 第 97回日本胃癌学会総会; 

3.14,2025; 愛知. 

(22)上地大樹(パネリスト). 次代を担う若手セッション 胆膵編 : 消化器内視鏡寺子屋. 

於:  第 107回日本消化器内視鏡学会総会; 5.30-6.1,2024; 東京. 

(23)武田直久, 槇田広佑, 野口智史, 西村拓, 近藤篤史, 鈴木理樹, 福田健介, 三谷明

久, 鹿毛秀宣.  Tepotinib が著効した肉腫様成分を有する MET exon 14 skipping 陽

性肺癌の一例. 於: 第 260回日本呼吸器学会関東地方会; 7.6,2024; 東京. 

(24)河島真理子, 野田龍一, 赤羽敦也. 再発悪性神経膠腫に対する定位放射線治療 : 10

分割ガンマナイフ治療の初期成績. 於: 第 33回日本定位放射線治療学会; 

6.14,2024; 横浜. 

(25)久保佑樹 木田理子, 山下諒, 平尾理子, 鴨田吉正, 飯塚浩光, 市川幹. 血算異常な

く歯肉病変で発症した FLT3-ITD 陽性急性骨髄性白血病の 1例. 於: 第 22回日本血液

学会関東甲信越地方会; 3.22,2025; 東京. 

(26)倉持英和. 緩和治療としての食欲不振への対応. 於: 第 62回日本癌治療学会学術集

会学術セミナー; 10.25,2024; 東京. 

(27)中嶋健太郎, 樅山将士, 佐藤彰一, 港洋平, 大圃研.  大腸癌術後縫合不全に対する

消化管壁全層縫合器 Over -The -Scope Clip(OTSC)システムの使用経験. 於: 第 49回

日本外科系連合学会学術集会; 6.6,2024; 東京. 

(28)小林尚輝, 樅山将士, 中嶋健太郎, 林美希, 山下博美, 廣瀬雄一, 大下冬馬, 神宮大

地, 小野山温那, 真木治文, 田中求, 長尾厚樹, 香田弘知, 森川鉄平, 佐藤彰一. 炎

症性腸疾患を背景に認めない境界不明瞭な S状結腸癌の 1切除例. 於: JDDW 2024; 

11.1,2024; 神戸. 

(29)中嶋健太郎, 大下冬馬, 山下博美, 廣瀬雄一, 林美希, 神宮大地, 岸保広高, 小林尚

輝, 小野山温那, 真木治文, 田中求, 樅山将士, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 当院における

85 歳以上超高齢者大腸癌の手術治療成績. 於: JDDW 2024; 11.1,2024; 神戸. 

(30)神宮大地, 中嶋健太郎, 須長小百合, 小林尚輝, 鶴眞夫, 小島晴樹, 三原裕一郎, 佐

久間淳, 田中求, 樅山将士, 長尾厚樹, 佐藤彰一, 野家環. 上腸間膜静脈腫瘍栓を伴

った上行結腸癌の一例. 於: JDDW 2024; 11.2,2024; 神戸. 

(31)小野山温那, 田中求, 大下冬馬, 山下博美, 林美希, 廣瀬雄一, 神宮大地, 田中宥

暉, 岸保広高, 小林尚輝, 真木治文, 樅山将士, 中嶋健太郎, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 

当院のロボット支援下幽門側胃切除における B-II再建法の工夫. 於: 第 97 回日本胃

癌学会総会; 3.14,2025; 名古屋. 

(32)大下冬馬, 田中求, 小野山温那, 真木治文, 山下博美, 廣瀬雄一, 神宮大地, 田中宥

暉, 小林尚輝, 樅山将士, 中嶋健太郎, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 12a リンパ節に転移を



認めた 3mm大の十二指腸神経内分泌腫瘍の一切除例. 於: 第 97回日本胃癌学会総会; 

3.14,2025; 名古屋. 

(33)神宮大地, 田中求, 大下冬馬, 山下博美, 林美希, 廣瀬雄一, 田中宥暉, 岸保広高, 

小林尚輝, 小野山温那, 真木治文, 樅山将士, 中嶋健太郎, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 術

前 SOX＋nivo 投与後に根治切除施行した高度進行胃癌の 2例. 於: 第 97回日本胃癌

学会総会; 3.14,2025; 名古屋. 

(34)田中求, 小野山温那, 大下冬馬, 山下博美, 廣瀬雄一, 林美希, 神宮大地, 田中宥

暉, 岸保広高, 小林尚輝, 真木治文, 樅山将士, 中嶋健太郎, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 

当院におけるロボット支援下の 6番リンパ節郭清. 於: 第 97回日本胃癌学会総会; 

3.12-14,2025; 名古屋. 

(35)嘉陽田朝暉, 田中求, 小野山温那, 真木治文, 大下冬馬, 山下博美, 廣瀬雄一, 神宮

大地, 田中宥暉, 小林尚輝, 樅山将士, 中嶋健太郎, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 胃 GIST

術後再発との鑑別を要した腹腔内デスモイド腫瘍の 1例. 於: 第 97回日本胃癌学会

総会; 3.12-14,2025; 名古屋. 

(36)成相舞花, 山下たんぽぽ, 賁馳, 西森裕美子, 塚﨑雄大. 子宮動脈塞栓術の晩期合併

症として子宮筋腫 S状結腸瘻を生じ結腸神経内分泌腫瘍の浸潤と鑑別困難であった 1

例. 於: 第 412 回東京産科婦人科学会例会; 2.22,2025; 東京. 

(37)片山僚, 黒川遼, 日下部将史, 加納進太郎, 黒川真理子, 仲谷元, 渡谷岳行, 花房優

衣, 細井玲奈, 宮脇恵未, 狩野洋輔, 児玉紘子, 大澤まりえ, 白水一郎, 山田晴耕, 

阿部修. 男性の膵 solid pseudopapillary neoplasm の 7例. 於: 第 37回日本腹部放

射線学会; 6.14,2024; 埼玉. 

(38)OSAWA M, Onozawa S, Fujita Y, Koyama Y, Tsujino S, Tsujikawa S, Uechi H, 

Nagao A, Sato S, Miyawaki E, Noie T, Yamada H. Successful Combined 

Interventional Therapy for Recurrent Massive Bleeding at the Site of 

Choledochojejunostomy(CDJ) due to Both Portal Vein Injury and Hepatic Artery 

Pseudoaneurysms After Multidisciplinary Treatment for Recurrent 

Cholangiocarcinoma. e-Poster presented at: CIRSE 2024; September 14-18,2024; 

Lisbon, Portugal. 

(39)岩原加奈, 香田弘知, 増田芳雄, 森川鉄平. 肛門管原発の杯細胞腺癌が疑われた一

例. 於: 第 103 回日本病理学会関東支部学術集会; 10.19,2024; 茨城. 

(40)上島順子. がん化学療法患者の栄養評価と介入の実際. 於: 第 40回日本栄養治療学

会学術集会; 2.14,2025; 横浜. 

 

<学術講演> 

(1) 大圃研(コメンテイター). Keys to Successful ESD. 於: Tokyo Live / Endoscopy 

one 2024; 4.6,2024; Tokyo. 



(2) Minato Y. Gastric ESD-the past, the present, the future-. at: The 17th 

Hangzhou Intrernational Symosium on Pancreaticobillary Disease; 4.27,2024; 

杭州. 

(3) 港洋平. Advanced Colorectal ESD. 於：E case book live; 4.30,2024; Web. 

(4) 大圃研. Hands on training. 於: Creo Medical’s Hong Kong Master Lab; 6.5-

6,2024; 香港. 

(5) 大圃研. Smart ESD. 於: Creo Medical’s Hong Kong Master Lab; 6.5-6,2024; 香

港. 

(6) 大圃研. Hands on training. 於: 病院指導; 7.29-8.1,2024; 台湾. 

(7) Ohata K. Hands on training. at: Creo Medical’s SSD Case Mentoring Workshop; 

8.13-14,2024; Malaysia. 

(8) 大圃研. 特別講演 ランチョンセミナー. 於: 第 17回広島消化管内視鏡ライブセミナ

ー; 8.24,2024; 広島. 

(9) 大圃研(術者・コメンテイター). 潰瘍合併早期胃癌に対する Treatment Strategy～ボ

ノプラザンの使用法を含め～. 於: 第 17回 広島消化管内視鏡ライブセミナー; 

8.24,2024; 広島. 

(10)古田孝一. モーニング内視鏡のすすめ～地域連携構築を踏まえて～. 於: 

Colonoscopy UpdateSeminar vol.5; 8.28,2024; 東京. 

(11)大圃研. Smart ESD. 於: 病院指導; 9.11-13,2024; Egypt. 

(12)大圃研. Endoscopy Live Demonstration. 於: 病院指導; 9.11-13,2024; Egypt. 

(13)大圃研. 主題 1: 内視鏡的逆流防止術の考え方と実践 (昭和大学江東豊洲病院での臨

床報告). 於: 第 5回 ARMS/ARMA 研究会; 10.5,2024; 東京. 

(14)Minato Y. Revolutionizing Endoscopic Diagnosis: The Power of Optical 

Enhancement (OE). at: Academic Conference of Digestive Diseasse in Xi'an 

2024; 9.28-29,2024; 西安,中国. 

(15)大圃研. Preincision Traction を用いた胃/大腸 ESD. 於: モビプレップインターネ

ットライブセミナー; 10.17,2024; 東京. 

(16)港洋平. 綺麗な前処置とフレキシブルな戦略で挑む大腸 ESD. 於: 第 42回日本大腸検

査学会総会; 10.26,2024; 東京. 

(17)港洋平. 今だから学びたい ESD の基礎と実践～俺の ESD付録付き～. 於: 日本消化器

内視鏡技師会 第 1回ブラッシュアップセミナー; 11.2,2024; 大阪. 

(18)Minato Y. Safer and more reliable ESD with Traction Method. at: 2024 Qilu 

Conference on Digestive and Endoscopy; 11.8-10,2024; 済南,中国. 

(19)大圃研. 公開セカンドオピニオン. 於: 世界がん撲滅サミット 2024 in OSAKA; 

11.24,2024; 大阪. 



(20)大圃研. 内視鏡的新創部閉鎖法-CLiPS テクニックについて-. 於: 仙台内視鏡エキス

パートセミナー2024; 11.28,2024; 仙台. 

(21)Minato Y. The road to excellence in Colonic ESD practice. at: ESD symposium; 

12.7-8,2024; Kahramanmaras,Turkey. 

(22)Minato Y. Closure of Post-ESD Defects: Current Approaches and Future 

Direction. at: ESD symposium; 12.7-8,2024; Kahramanmaras,Turkey. 

(23)大圃研. 事前アンケート回答. 於: 第 12回大腸 ESD トレーニングプログラム in 千

葉; 1.12,2025; 千葉 (Web 参加). 

(24)港洋平. ハンズオンセミナー インストラクター 於: 大腸 ESDトレーニングプログラ

ム in千葉; 1.12,2025; 千葉. 

(25)大圃研. 於: 第 12回大腸 ESDトレーニングプログラム; 2.2,2025; 東京. 

(26)山邉悦子. 大腸深達度の基本. 於: 第 1回「TGCDC × gastropedia」; 2.7,2025; 東

京. 

(27)山﨑寛, 大圃研. CESD で使えるトラクション. 於: 中日研究サミットフォーラム; 

2.18,2025. 

(28)Ohata K. Basic strategy of colonic ESD. at: Colonic ESD workshop & Live 

demonstration ep.2; 3.6,2025; Bangkok. 

(29)Ohata K. Smart ESD. at: Colonic ESD workshop & Live demonstration ep.2; 

3.6,2025; Bangkok. 

(30)Yamazaki H, Ohata K. Selection of Endoscopic Treatment Techniques. at: 

Chulalongkorn Hospital Colonic ESD workshop & Live demonstration ep2; 

3.6,2025; Thailand(Zoom). 

(31)港洋平. ナイフの特性を利用した ESD. 於: 第 2回黄金ロード in 高知; 3.18,2025; 

高知. 

(32)港洋平. 内視鏡×仮想留学 ～当日収録の手技ビデオライブ×術者へのインタビュー･

ディスカッション～. 於：E case book live; 3.26,2025; Web. 

(33)寺谷卓馬. アブレーションに潜む危険性. 於: 第 3回日本アブレーション研究会; 

2.8.2025; 金沢. 

(34)藤田祐司. 免疫チェックポイント阻害薬による胆道癌治療. 於: Biliary Tract 

Cancer Web Seminar; 10.9,2024; 東京. 

(35)藤田祐司. 膵癌早期診断への取り組み～五反田膵癌連携プロジェクト～. 於: 港区医

師会内科医会学術講演会; 1.22,2025; 東京. 

(36)寺谷卓馬. 当科における ablation. 於: 第 4回 OLP ablation conference; 

2.13,2025; 大阪. 

(37)松本順. 呼吸器外科手術の update-当院における 6年間のロボット手術の取り組みを

中心に. 於: 荏原医師会学術研修会; 9.19,2024; 東京. 



(38)倉持英和. 胃癌の薬物療法 Update 2024. 於: Gastric Cancer Seminar in NIIGATA. 

高田製薬株式会社主催; 11.29,2024; 新潟. 

(39)倉持英和. 胃癌胆道癌の薬物療法の進歩. 於: MSD GI Expert seminar; 12.4,2024; 

東京. 

(40)倉持英和. 於: 大鵬社内講演. 大鵬薬品工業株式会社主催; 12.12,2024; 東京. 

(41)倉持英和. 大腸癌薬物療法のトピックス. 於: 千葉消化器癌セミナー. 高田製薬株式

会社主催; 1.31.2025; 東京. 

(42)樅山将士, 中嶋健太郎, 大下冬馬, 山下博美, 廣瀬雄一, 林未希, 神宮大地, 岸保広

高, 小林尚輝, 小野山温那, 真木治文, 田中求, 長尾厚樹, 佐藤彰一. 当院における

局所進行直腸癌に対する術前化学療法の治療成績. 於: 第 45回癌免疫外科研究会; 

5.23,2024; 横浜. 

(43)青野ななみ, 中嶋健太郎, 大下冬馬, 山下博美, 廣瀬雄一, 林美希, 越智敦彦, 神宮

大地, 岸保広高, 小林尚輝, 小野山温那, 真木治文, 田中求, 樅山将士, 長尾厚樹, 

佐藤彰一. E.coli を起炎菌とする髄膜炎を併発した進行上行結腸癌の 1切除例. 於: 

第 874回外科集談会; 12.21,2024; 東京. 

(44)山城正司. 口腔がん検診講習会. 於: 品川歯科医師会; 12.16,2024; 東京. 

(45)大澤まりえ. 安全な術中鎮痛鎮静のためのひと工夫. 於: 第 540 回東京アンギオ･IVR

会; 4.18,2024; 東京. 

(46)石川貴洋子. がん患者等への支援. 於: がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケ

ア研修会(厚生労働省準拠); 5.18,2024; 東京 (NTT東日本関東病院). 

(47)鈴木正寛. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん等の診療に携わる医師等に対する

緩和ケア研修会(厚生労働省準拠); 5.18,2024; 東京 (NTT東日本関東病院). 

(48)鈴木正寛. 看取りについて考える ～より良い看取りを目指して～. 於: 第 237回東

京逓信病院学術講演会; 7.4,2024; 東京. 

(49)鈴木正寛. これからの緩和ケア病棟の行く先は？. 於: 地域医療連携を考える IN 新

宿 ～緩和ケアの立場から～; 9.12,2024; 東京. 

(50)鈴木正寛. e-learning の復習. 於: 厚生労働省がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会. 東京都医師会後援; 10.19, 2024；東京(NTT 東日本関東病院). 

(51)片山寿希. がん患者等への支援. 於: がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会

(厚生労働省準拠); 10.19, 2024；東京 (NTT東日本関東病院). 

(52)鈴木正寛. 全人的苦痛に対する緩和ケア. 於: がん診療に携わる医師に対する緩和ケ

ア研修会(厚生労働省準拠); 11.9,2024; 東京. 

 

<座長> 

(1) 港洋平. ランチョンセミナー. 於: 第 107回消化器内視鏡学会総会; 5.30-6.1,2024; 

東京. 



(2) 港洋平. ESDトレーニングの現状と課題～地域連携構築を踏まえて～.於: 第 8回

JEDI; 1.24,2025; 東京. 

(3) 倉持英和. がん疼痛治療について. 於: 第 62回日本癌治療学会学術集会学術セミナ

ー. 久光製薬株式会社共催; 10.26,2024; 東京. 

(4) 倉持英和. 於: 食道癌オプジーボ WEBライブセミナー. ブリストル マイヤーズ スク

イブ主催; 2.25,2025; 東京. 

(5) 倉持英和. 於: RCCセミナー. エーザイ株式会社主催; 3.10,2025; 東京. 
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